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ミャンマーでニーズがあるのは商
標制度（ヤンゴン市内のショッピ
ングモール ブルームバーグ）

カルソニックカンセイはＬ＆Ｔに
開発の一部を委託する契約を締結
（右が呉文精カルソカン社長）

ＴＥＬＯＰ

幹線道路脇に日本語で書かれた看板
タイ・アユタヤ県の工業団地近く

ＰＭ の環境基準
年平均値 １日平均値

中国 ／ ／

日本／米国 ／ ／

ＷＨＯ指針 ／ ／

注：中国は 年２月 ＰＭ の基準を設定

ＣＨＩＮＡ
　

□２月 日（月）　□
　

■オークマ、工場を拡張
旋盤・ＭＣ／北京・台北

　

　オークマは、中国・北京市と台湾・台
北市の工場を拡張する。北京は旋盤とＭ
Ｃの生産能力を月 台程度向上。台北は
月 台超向上させる。総投資額は 数
億円。 年中に着工する。 （１面）
　

■中央発條、湖北省に新工場
懸架バネ月３万本／華南の車向け

　

　中央発條は、中国・湖北省に自動車の
懸架バネの工場を 年５月に設置。月
間３万本。現地バネメーカーの上海中国
弾簧製造と折半出資の合弁会社。華南地
域の自動車メーカー向け。 （６面）
　

■ＮＥＣ、光一百貨店にＰＯＳ
中国工商銀行と販売協業契約

　

　ＮＥＣは、中国工商銀行とＰＯＳ端末
の販売協業契約を締結した。中国工商銀
行は中国４大商業銀行の一角。第１弾と
して現地大手の光一百貨店に納入。３年
間で 万台の販売を目指す。 （９面）
　

□２月 日（水）　□
　

■三桜工業、 工場新設
中国・インドなど／車用配管部品

　

　三桜工業は、車用配管部品の新工場を
新興国中心に カ所に建設する。中国や
インド、ロシア、メキシコなど６カ国に

年産 万― 万台分の工場を建設。日産
など車メーカー向け。 （１面）
　

■ヤクルト、天津に第２工場棟
中国で日量 万本体制

　

　ヤクルト本社は、中国で乳酸菌飲料
「ヤクルト」の生産能力を増強する。広
州工場の第２工場着工に続き、天津工場
内に第２工場棟を建設 年６月稼働
中国全体で日量 万本に。 （ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■第一生命、合弁設立を解消
中国華電集団／参入方針は継続

　

　第一生命保険は、中国華電集団と進め

ていた合弁会社設立準備の基本合意を解
消した。事業計画を含む経営方針の相違
が発生、最終合意に至らなかった。第一
生命は引き続き中国参入を目指す。

（ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■中国での介護ビジネス参入支援
大商／ノウハウ・介護機器

　

　大阪商工会議所は、中国での介護ビジ
ネス参入を支援する事業に 年度に乗
り出す。介護施設のノウハウや介護機器
・技術・サービスの展開の可能性を探り
参入を後押しする。 （ 面）
　

□２月 日（火）　□
　

■三菱電機、放電加工機 ％増
中国・ＡＳＥＡＮの金型に照準

　

　三菱電機は、 年３月期の放電加工
機を ％増の 台に設定した。海外向
けが７―８割。ワイヤ放電加工機の世界
戦略機を軸に 中国やＡＳＥＡＮの金型
部品加工の需要を取り込む。 （６面）
　

■基幹業務システムを安価に刷新
日立ソリュ／中国ＩＴ企業と共同

　

　日立ソリューションズは、中国のＩＴ
企業と共同で、ＮＬＴテクノロジーの基
幹業務システムを刷新。米オラクルのＥ
ＲＰを活用。中国企業のＥＲＰノウハウ
を応用して開発費を抑えた。 （９面）
　

□２月 日（水）　□
　

■対中貿易赤字、　 億 突破
年輸出 ％減

　

　 年の日中貿易は日本側が 億
の赤字と、初めて 億 を突破した。
中国生産の拡大や不買運動、中国経済の
減速などが響き、中国向け輸出が ％
減少した。ジェトロが発表。 （３面）
　

■Ｊパワー、海外発電プロ加速
中国に最新鋭技術で石炭火力

　

　海外展開を加速するＪパワーが、中国
で大型プロジェクトをスタート。広西チ
ワン族自治区賀州市に、現地の電力会社
などと最新鋭の石炭火力技術・超々臨界
圧を用いた発電所を立ち上げ。（ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■「ＰＭ 」対策急ピッチ
中国から 越境

　

　微小粒子状物質「ＰＭ 」が中国か

ら偏西風に乗って 越境 。日本列島に飛
来。濃度を監視するための測定器の整備
など環境省は急ピッチ対策。商機を見い
だそうという動きも。 深層断面 面
　

■井関農機、中国・北米に攻勢
汎用型コンバインを新規投入

　

　井関農機は、中国と北米市場を中心に
年度に攻勢を掛ける。中国では半自

動タバコ移植機の本格販売を始めるほ
か、水稲、麦、菜種などに対応する汎用
型コンバインを新規投入する。（７面）
　

■眼科検査機器を日本で増産
中国工場の新設撤回／トプコン

　

　トプコンは、中国の光学機器工場の新
設計画の中止に伴い、現地で増産予定だ
った視力測定や眼科検査機器を日本国内
で生産する。トプコン山形で増産し、月
産で数百台を上乗せする。 （ 面）
　

■プロント、上海に中国第１号店
日本同様カフェ←バー

　

　プロントコーポレーションは、中国で
の第１号店「プロント上海店」を３月５
日にオープンする。日本の店舗と同様に
朝から夕方までがカフェ、夜の時間帯が
バーと二毛作営業形態をとる。（ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■ＴＯＴＯ、若手社員を海外駐在
中国・欧州／１人で市場開拓

　

　ＴＯＴＯは、 歳前後の社員を海外駐
在させる制度を 年度に始める。中国
や欧州の拠点で１年間語学や商慣行を学
び、２年目以降は営業拠点のない地域に
１人で常駐して市場開拓する。（３面）
　

■ミシン・産ロボ、中国で攻勢
蛇の目／ 億円規模に

　

　蛇の目ミシン工業は、新興国での家庭
用ミシンと産業用ロボットの需要増で、

年３売上高を 億円に拡大する。
ミシンはロシアや中国で低価格製品。産
ロボは中国ＥＭＳ向け。 （７面）
　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　復活のめど
　「中国での不買運動に
よる販売減の回復を見込
んでいる」と富士重工業
取締役専務執行役員の高
橋充さん。一度、下方修

正した計画を引き上げた。 年 月は
前年同月比 ％増、１月は同 ％増。マ
イナスが続く他のメーカーを尻目に「復
活のめどが立った」。 （ 日 ５面）

ＡＳＩＡ

　

■ＫＹＢ、インドでミキサー車
現地建機大手に出資（ 日６面）

　

■東南ア最大風力発電が全面稼働
中部電力／タイ（ 日 面）

　

■インド国営銀行と提携
京都銀行・南都銀行など（ 日 面）

　

■デリー空港に事務所
近鉄エクスプレス（ 日 面）

　

■丸紅、ミャンマー駐在員を増員
ヤンゴン 人規模（ 日３面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　インドは環境調和重視
　「多くの技術を選んで
もらい、うれしく思う」
とインド鉄鋼省次官補の
ダリップ・シンさん。環
境・省エネ技術の会合で

来日。粗鋼生産で世界４位のインド。今
後の成長率が最も高いとみられている。
「印日がクリーンな技術で発展したい」
と環境調和重視を強調。（ 日 面）

　

□２月 日（月）　□
　

■パナソニック、タイで断熱材
冷蔵庫向け／白物の収益強化

　

　パナソニックは、タイで真空断熱材の
生産を３月に始める。冷蔵庫用を中心に
初の海外生産に乗り出す。現在は全量を
国内生産。デバイスの外販を進め白物家
電事業の収益基盤強化に。 （８面）
　

■愛知電機、インドネシアに工場
変圧器／東南ア供給

　

　愛知電機は、変圧器などの電力機器で
インドネシアに工場進出する。 年内
をめどにタイの変圧器メーカー・ＴＭＥ
と合弁。インドネシア国内やカンボジア
など東南アジアに供給する。 （８面）
　

■炭素繊維－スポーツ分野苦戦
アジアで価格下落

　

　炭素繊維市場。東レや帝人、三菱レイ
ヨンがシェア７割。日本企業が圧倒的な
強みを持つ。ただ、アジア向けスポーツ
・レジャー用途は新興国の攻勢で価格下
落が目立ってきた。 （ 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■蛇の目、台湾で産ロボ
スマホ生産用の廉価版

　

　蛇の目ミシン工業は、台湾工場で産業
用ロボットを生産する。メーンの製品は
卓上ロボット。低価格ミシンを生産する
台湾でも産ロボの生産体制。スマホ生産
用卓上タイプの廉価版。 （７面）
　

■クボタ、タイで小型トラクター
年 台／畑作市場を開拓

　

　クボタは、タイで 馬力未満の小型ト
ラクターを現地生産し、畑作市場を本格
開拓する。年 ― 台。タイでは
― 馬力の稲作用を中心、 馬力未満も
現地生産で製造コストを低減。（８面）
　

■旭化成、アジアに相次ぎ新工場
タイなど／安い原料で競争力

　

　旭化成が、アジアで安い原料を使った
化学品工場を相次いで稼働している。タ
イでは紙おむつ原料を生産する新工場が
本格稼働。夏にはシンガポールで低燃費
タイヤ原料の工場が稼働する。（ 面）
　

□２月 日（木）　□
　

■アジア・欧米に地域統括会社
三桜工業／権限を委譲

　

　三桜工業は、米州とアジア、欧州に地
域統括会社を 年３月期までに設置
し、日本と中国を加えた世界５極体制を
構築する。現地主導の事業運営を進め、
地域統括会社に権限を委譲。 （５面）
　

■タイでガスタービン発電２基
東芝プラント／ 億円以上

　

　東芝プラントシステムは、タイでガス
タービン複合発電（ＧＴＣＣ）プラント
を受注した。アマタ・ナコーン工業団地
に出力 万 のプラント２基。受注額
は 億円以上。 （７面）
　

■ミャンマー、知財の整備急ぐ
まず商標←デザイン←特許

　

　日本企業がミャンマーに対し知的財産
権制度の整備を求めている。日系企業が
相次ぎ進出する中、ビジネス基盤を整え
るには技術移転が必要。特許などの権利
化が欠かせない。 （深層断面 面）
　

■東南アで製販拠点を拡充
精密・事務機器

　

　精密・事務機器大手が東南アジアで製
販拠点を拡充する。リコーはタイでカラ
ー複合機を生産。富士ゼロックスはベト
ナム工場を着工。ニコンはインドネシア
にデジタルカメラの販売会社。（ 面）
　

■生産管理クラウド、東南ア投入
クオリカ／日系中小製造業向け

　

　クオリカは、東南アジアで、中堅・中
小企業向けのクラウド型生産管理システ
ムを拡販する。同じＩＴホールディング
ス傘下のインテックと連携、タイ進出の
日系製造業に売り込む。 （ 面）
　

■ミャンマー人技術者に研修
日立システムズ／ＤＣ技術

　

　日立システムズは、海外産業人材育成
協会と連携し、ミャンマーのＩＴ技術者
６人にデータセンター（ＤＣ）技術の研
修を実施した。将来のＩＴインフラ輸出
促進につなげる。 （ 面）
　

■日本で自動車用の鋼管
韓国ポスコ／月産

　

　韓国鉄鋼大手ポスコは、ポスコジャパ
ンを通じ日本で自動車用の鋼管製造に乗
り出す。月産約 。日本企業との合
弁会社を設立し、ポスコの三重県の鋼材
コイルセンター内に加工拠点。（ 面）
　

■「ユニクロ」インドネシア進出
夏めど１号店

　

　「ユニクロ」を展開するファーストリ
テイリングは、インドネシアに進出す
る。現地に三菱商事と合弁会社を設立、
夏をめどに１号店。すでに中国、香港、

タイなどでアジア 店。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■タイ工場の洪水対策が完了
旭化成ケミ／受・配電設備を２階に

　

　旭化成ケミカルズは、タイの高機能樹
脂コンパウンド工場が洪水で浸水しても
被害を最小限に抑える体制に。受電・配
電設備を２階に移設。主要設備の押出機
は分解して２階に移動可能に。（３面）
　

■横浜ゴム、フィリピン工場拡張
年 万本／欧米・東南ア輸出

　

　横浜ゴムは、フィリピンで乗用車用タ
イヤ工場を拡張する。 年にも生産能
力を ％増の年 万本に引き上げる。
ＳＵＶ用タイヤを北米や欧州、東南アジ
アに輸出する。 （５面）
　

■タツモ、ベトナム工場拡張
半導体搬送装置／生産能力４倍

　

　タツモは、半導体搬送装置のベトナム
工場を移転、拡張し３月稼働する。生産
能力は約４倍。日本で製造する半導体プ
ロセス装置についても大量受注が決まれ
ば、ベトナム工場に移管する。（８面）
　

■ビール大手、東南アに照準
Ｍ＆Ａ・提携で販路開拓

　

　ビール大手が、国内で基幹ブランド強
化や収益構造改革で利益を稼ぎつつ、そ
の力を海外に振り向けている。東南アジ
アを中心に酒類や清涼飲料の需要に照
準。Ｍ＆Ａや提携で販路開拓。（ 面）
　

■味の素、ＡＳＥＡＮ・南米深耕
扱い商品広げる／ミャンマー年内進出

　

　味の素は、海外事業展開で、ＡＳＥＡ
Ｎなど東南アジアと南米市場の深耕に力
を入れる。扱い商品の幅を広げて売り上
げ増加を目指す。未進出地域では、ミャ
ンマーに年内にも進出方針。 （ 面）
　

■鉄道車両にワイヤレス給電
韓国国立大学

　

　ＫＡＩＳＴ 韓国国立大学 と韓国鉄道
技術研究院は、鉄道や物流など大量輸送
システムへの応用を目的にしたワイヤレ
ス給電技術を開発した。走行中の車両に

を非接触で給電。 面
　

□２月 日（月）　□
　

■インドネシア－労働問題が頻発
賃上げデモ・ストライキ

　

　インドネシアで、賃上げデモや労働ス
トライキが頻繁に起きている。日系企業
の組合員が工場を閉鎖し従業員を閉じ込
め、トラブル解決しようとする行為も。
日本大使館は注意を促す。 （３面）
　

■ミャンマーで三菱車を保守
三菱自・商事・現地企業など

　

　三菱自動車と三菱商事、自動車ディー
ラーなどを手掛けるＹＳＨ（シンガポー
ル）とＦＭＩ（ミャンマー）の４社は、
ミャンマーで三菱車のアフターセールス
事業に参入する。 （６面）
　

■タイにアジア統括会社
日邦産業／意思決定を迅速化

　

　日邦産業は、タイ・バンコクにアジア
地域の統括会社を２月下旬に設立する。
日本から職務権限の一部を移し、中国や
フィリピンなど海外子会社９社の意思決
定の迅速化や内部統制の強化。（７面）
　

□２月 日（火）　□
　

■ホンダ、マレーシア販売 ％増
６万 台／ディーラー５割増

　

　ホンダは、 年にマレーシアでの４
輪車販売を ％増の６万 台に。新モ
デルを投入するほか、販売、サービス、
部品交換ができるディーラー網を３年以
内に５割増の 店舗に拡大。 （５面）
　

■ＩＨＩ、タイ第３工場
ターボチャージャー／ 倍 万本

　

　ＩＨＩは、タイ東南部アマタナコン工
業団地に建設していた車載用ターボチャ
ージャーの新工場が完成、 年 月か
ら量産を始める。第３工場として建設。
生産能力は 倍の 万本。 （５面）
　

■粉体エンジ、東南アに展開
東洋ハイテック／マレーシア事務所

　

　東洋ハイテックは、粉体プラントエン
ジニアリング業務を東南アジアで展開す
る。マレーシアに駐在員事務所を４月開
設。現地のサプライヤー開拓などを進
め、粉体プラントを提供。 （６面）
　

■村田製作所、タイで開発
新興国向けセンサー

　

　村田製作所は、タイに新興国向けセン
サーの開発拠点を 年度にも設置す
る。国内にある開発や生産を含むセンサ
ー事業部の一部機能をタイ子会社に移管
して開設する。 （８面）
　

■フィリピン新工場を稼働
ＮＥＣトーキン／車載用リレー

　

　ＮＥＣトーキンは、フィリピンで車載
用リレーの新工場を稼働した。既存工場
近郊に新工場を借り受け、ラインを増
設。生産能力を月 万個から 万個
に引き上げる。 （８面）
　

■東洋インキ、インド合弁
黄色有機顔料／年産

　

　東洋インキＳＣホールディングスは、
インド・グジャラート州に印刷インクな
どに使う黄色有機顔料を製造販売する合
弁会社を設立、 年５月に商業生産を
始める。年産能力は 。 （ 面）
　

□２月 日（水）　□
　

■ユタカ技研、タイに新工場
トルクコンバーター月産３万 個

　

　ユタカ技研は、タイに排気系や駆動系
の４輪車部品の新工場を 年に建設す
る。ホンダの現地回復とタイ全体の需要
増。トルクコンバーターが月産能力３万

個など。 （６面）
　

■インドへの開発委託が加速
ニーズ、低コスト・迅速に反映

　

　自動車部品各社が、インドのエンジニ
アリング会社に開発を委託するケースが
増えている。自前での人材育成に時間が
かかる。インドのニーズを低コストかつ
迅速に反映する狙い。 （６面）
　

■豊田通商、　診療所を開設
トヨタ・タイ工場／年３万 人

　

　豊田通商は、トヨタ自動車のタイ子会
社のサムロン工場に診療所を開設した。
トヨタの現地従業員と家族が対象で、安
価に適切な医療サービスを提供。年間３
万 人の受診を見込む。 （６面）
　

■ベトナムに磁石製造子会社
ローツェ／レアアース安定調達難しく

　

　ローツェは、ジイエムシーヒルストン
と共同で、ベトナムに磁石を製造する子
会社を設立する。レアアース（希土類）
の価格変動で安定調達が難しいことから
自社生産を決めた。 （９面）
　

□２月 日（木）　□
　

■タイ洪水「心配ご無用」
ハイテク工業団地近く

　

　タイ洪水で被災した、アユタヤ県のハ
イテク工業団地近くの幹線道路脇に、日
本語で大きく「洪水の心配無し」と書か
れた看板が設置されている。日系企業の
入居を促進するため。 （１面）
　

■ミャンマー開発相、支援を要請
経産副大臣と会談

　

　ミャンマーのカン ゾー国家計画 経済
開発相は、経済産業省の菅原一秀副大臣
と会談した。開発相は経済特区への開発
協力や経済発展に必要な金融支援を改め
て要請した。 （３面）
　

■中型トラック、インド生産開始
三菱ふそう／３モデル

　

　三菱ふそうトラック・バスは、開発・
生産をサポートしたインド市場向けのト
ラック「バーラト・ベンツ」の中型車両
の生産が同国で始まった。９ １モデル

と同 ２モデル。 （５面）
　

■インドネシアに新工場
サンライズ工業／部品月５万台分

　

　サンライズ工業は、インドネシアにカ
ーエアコン用ホース口金具生産の新工場
を完成、生産を開始した。月間５万台
分。日本を含めアジアの自動車生産国す
べてで現地生産体制を実現。 （５面）
　

■遠藤照明、インド・タイ投入
ＬＥＤ照明／価格抑え現地仕様

　

　遠藤照明は、インドとタイで、オフィ
スや工場で使う直管形ＬＥＤ照明を
年度中に販売する。価格を日本仕様の２
分の１から３分の１に抑えた海外モデル
を投入。 （８面）
　

■三井化学、韓国レンズ材買収
中・高屈折率モノマー

　

　三井化学は、韓国プラスチック製メガ
ネレンズ材料大手・ＫＯＣソリューショ
ンを買収する。ＫＯＣの中・高屈折率モ
ノマーを加えて製品群を充実させる。ま
た中国拠点の活用も。 （ 面）
　

□２月 日（金）　□
　

■タイでＣＰＶＣ樹脂生産
積水化学／世界首位と合弁

　

　積水化学工業は、塩素化塩化ビニール
樹脂製造でタイに進出する。ＣＰＶＣ樹
脂で世界シェア首位の米ルーブリゾール
と製造合弁会社を 年後半に設立。単
独でコンパウンド製造拠点も。（ 面）
　

■タイ企業株のファンド新設
大和証券投信

　

　大和証券投資信託委託は、タイ企業の
株式に投資する投資信託を設定して、運
用を始める。インフラ整備など３要因に
関連して成長が期待できるタイ企業に投
資する。 （ 面）
　

■鉛フリーハンダの共同研究
日本スペリア／マレーシアの大学

　

　日本スペリア社は、マレーシアのマレ
ーシアペルリス大学と、鉛フリーハンダ
の共同研究を４月始める。半導体用の新
しい鉛フリー接合材料などの開発を目指
す。期間は３年。 （ 面）

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２５日 月曜日 　　 （ ）


